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あまねく世界から 
フィジカルな苦役を無用とする
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▼�秘密基地⼈機⼀体�@�滋賀県草津市

福島ロボット
テストフィールド�▶︎
@�福島県南相⾺市
⼤型ロボットの
試験運⽤等に使⽤

▲�東京連絡所�@�東京都墨⽥区

秘密基地⼈機⼀体

東京連絡所
（リバネス�Center�of�Garage�内）

福島基地
（南相⾺市産業創造センター�=�MIC�内）

▼�福島基地�@�南相⾺市産業創造センター内（福島県南相⾺市）

経路�1.8�km
⾞で�3�分

経路�5.3�km、⾞で�10�分

⽴命館⼤学
びわこ・くさつキャンパス

株式会社⼈機⼀体は�2015/10�⽉、⽴命館⼤学びわこ・くさつキャンパス内の
⽴命館⼤学�BKC�インキュベータにおいて始まった。
その後、
 2018/06�⽉ 秘密基地⼈機⼀体�@�滋賀県草津市
 2018/06�⽉ 本社・研究開発拠点として秘密基地⼈機⼀体が竣⼯
 2019/06�⽉ 株式会社⼈機⼀体�東京連絡所�@�東京都墨⽥区
 2019/06�⽉ 常設展⽰・連絡所・会議室
 2019/12�⽉ 福島ロボットテストフィールド（福島県南相⾺市）内に
 2019/12�⽉ 株式会社⼈機⼀体�福島基地（⽀社・開発実装拠点）を開設
 2021/04�⽉ 株式会社⼈機⼀体�福島基地�を
 2021/04�⽉ 南相⾺市産業創造センター（MIC）内に移転
 2024/04�⽉ 秘密基地⼈機⼀体�草津野路分室�を
 2021/04�⽉ 滋賀県⽴テクノファクトリー内に開設

⼈型重機は地⽅活性化の起爆剤になる。
⼈機⼀体社は、⼀貫して地⽅に重点的に拠点を置く。

▲�秘密基地⼈機⼀体�草津野路分室
 �（滋賀県⽴テクノファクトリー内）
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5滋賀・福島には未来の⼈型重機がある ⼈機⼀体の拠点と地⽅創⽣滋賀・福島には未来の⼈型重機がある ⼈機⼀体の拠点と地⽅創⽣ 2
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苦役
解決すべき社会課題
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5⼈機社の�BHAG（Big�Hairy�Audacious�Goal）：社運を賭けた⼤胆で説得⼒のある野⼼的⽬標

あまねく世界から�
フィジカルな苦役を無⽤とする苦役
⼈機社は、この�BHAG�を�2039�年末までに実現する



▲ うめきた地区 
◀ 西九条駅 

※ 提供：西日本旅客鉄道株式会社 様

6⼈機社の現状認識�|�未だに⼈海戦術に頼らざるを得ない我々
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インフラメンテナンス
市場規模

世界	200	兆円／年
⽇本	5	兆円／年
※�Booz�Allen�Hamilton�推計
※�TAM

⼈機社独⾃の⼒・トルク制御技術、パワー増幅バイラテラル制御技術、ハイブリッド制御技術に基づき、⾼所重作業を⾏なう⼈型上半⾝ロボット（コードネーム：ポルンガ）を製品化する。インフラメン
テナンス分野における巨⼤市場が存在する。2021�年度末には社会実装コンセプトとしての�PoC�試作機である零式⼈機�ver.1.2�と、実⽤レベル試作機である零式⼈機�ver.2.0�が完成した。

ポルンガ�PF�で活⽤企業が開発する製品�=�空間重作業⼈機

最終的に実現される世界

PF06�空間重作業⼈機�PF�の現ステータス：レイターステージ

期待される市場

強⼒で巧緻なロボットを⾃在に操作してインフラを保全する世界が実現される。
⼤きな⼒を器⽤に発揮す
ることでインフラメンテ
ナンスの効率が上がり、
深刻な社会問題となって
いるインフラ⽼朽化に対
応できる。

国内のインフラメ
ンテナンス市場規
模は約�5�兆円、さ
らに世界にはイン
フラ⽼朽化や需要
拡⼤への対応に約�
200� 兆円の市場が
あり、これは世界
の⾃動⾞市場規模
※を上回る。（国
交省資料より）

※�TAM�=�Total�Addressable�Market
※�SAM�=�Serviceable�Available�Market

※�SOM�=�Serviceable�Obtainable�Market

PF06�ポルンガ�PF�は、上図に⽰すとおり、以下の事業会社様との間で�PMF�のた
めの�MVP（Minimum�Viable�Product）を開発中である。

【製品化企業】⽇本信号株式会社�様
 東証⼀部上場の信号機国内トップメーカである。鉄道信号システムをはじめとし
て、⾃動改札機、可動式ホームドアなど信頼性の⾼いメカトロ技術を保有してい
る。⼈機プラットフォームを通して⼈機社の先端ロボット⼯学技術を取り⼊れ、⾰
新的な空間重作業⼈機の独占製造と製品化を担う。

【実⽤化企業】⻄⽇本旅客鉄道株式会社（JR�⻄⽇本）様
 国内⼆位の鉄道総延⻑距離�4,903�km�を誇る巨⼤インフラ企業である。そのメン
テナンスにおいては安全確保に最⼤限の努⼒が為されているが、どうしてもコスト
のかかる⼈海戦術となる。これを、⼈機プラットフォームで空間重作業⼈機を鉄道
インフラメンテナンスに活⽤することにより、機械化を積極的に推進することを⽬
指している。

⼈機社の技術を⽤い、⼈が地上から安全快適に、⾼
所のロボットを⾃在に操るシステムを構築する。ロ
ボットはクレーンにより空間上の任意の場所に移動
させることができる。
本システムの構築により、
作業者が落下や感電のリス
クのある⾼所に上る必要が
なくなる。さらにロボット
は⼈よりも⼤きな⼒を発揮
することができ、省⼒化、
省⼈化に貢献する。

※�2012�年⾃動⾞市場
約�175�兆円

▼�零式⼈機�ver.2.0

まずは鉄道分野で成功事例を作り、
それを鉄道以外のインフラメンテ
ナンス市場全体に順次横展開し、
最終的には全てのインフラメンテ
ナンスをロボット化する。

！

！

開発企業

！

開発企業

ユーザ企業

！

ユーザ企業

！

製品化企業	 原則⼀社

！

開発企業	⼀要素⼀社

実⽤化企業	⼀市場⼀社

！

主幹事企業

要素部品
優先提供

⾰新的製品の独占製造

ソリューション
提供 課題提供

知財知財

⼈機プラットフォーム

PSF = Problem Solution Fit

PMF = Product Market Fit

PoC & PSF

PoC = Proof of Concept

JR	⻄⽇本
フィット済のシーズとニーズ	=	知財・ソリューション・課題・ユーザ
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80PF06�空間重作業⼈機�社会実装プラットフォーム�|�略称�=�空間⼈機�PFPF06�空間重作業⼈機�社会実装プラットフォーム�|�略称�=�空間⼈機�PF 7
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零式⼈機�ver.2.0�
JINKI�type�Zero�ver.2.0

8零式⼈機�ver.2.0�|�コンセプト�CG�|�全体システム構想図
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9零式⼈機�ver.2.0�|�実証試験�@�JR�⻄⽇本�草津訓練線�|�2022/04/06

⼈機社内開発コードネーム ミニポルンガ Mini-Porunga

零式⼈機�ver.2.0�
JINKI�type�Zero�ver.2.0
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零式⼈機�ver.2.0�|�⼒制御による単⼀剛体の両⼿ハンドリング�|�2022/09/14�|�福島ロボットテストフィールド�屋内試験場�|�03:20

この成果は、福島ロボットテストフィールド（RTF）、南相⾺市産業創造センター（MIC）の協⼒の元、�
福島県の地域復興実⽤化開発等促進事業費補助⾦（2019-2021年度）、�
南相⾺市の基盤技術産業⾼度化⽀援事業補助⾦（2021年度）、および�
内閣府が進める「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第�2�期／フィジカル空間デジタルデータ処理基盤」管理法⼈：NEDO�
によって得られたものです。
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▲�作業機の側⽅からの視点

作業機�▼

操縦席�
内部に⼈機操作機�ver.5.0�を備える



11多機能鉄道重機�|�資料提供：JR�⻄⽇本、⽇本信号�|�2024/07



12多機能鉄道重機の社会実装が開始された�|�和歌⼭線�五条駅構内�|�2024/07/20�|�資料提供：JR�⻄⽇本

零式⼈機� ver.2.0� をベースに
⽇本信号によって開発された
多機能鉄道重機が、世界で初
めて社会実装された



！
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開発企業

！

開発企業

ユーザ企業

！

ユーザ企業

！

製品化企業	 原則⼀社

！

開発企業	⼀要素⼀社

実⽤化企業	⼀市場⼀社

！

主幹事企業

要素部品
優先提供

⾰新的製品の独占製造

ソリューション
提供 課題提供

知財

知財

知財

⼈機プラットフォーム

PSF = Problem Solution Fit

PMF = Product Market Fit

PoC & PSF

PoC = Proof of Concept

JR	⻄⽇本 社会実装

インフラメンテナンス
市場規模

世界	200	兆円／年
⽇本	5	兆円／年
※�Booz�Allen�Hamilton�推計
※�TAM

⼈機社独⾃の⼒・トルク制御技術、パワー増幅バイラテラル制御技術、ハイブリッド制御技術に基づき、⾼所重作業を⾏なう⼈型上半⾝ロボット（コードネーム：ポルンガ）を製品化する。インフラメン
テナンス分野における巨⼤市場が存在する。2021�年度末には社会実装コンセプトとしての�PoC�試作機である零式⼈機�ver.1.2�と、実⽤レベル試作機である零式⼈機�ver.2.0�が完成した。

空間⼈機�PF�で製品化企業が開発する製品�=�空間重作業⼈機

最終的に実現される世界

PF06�空間重作業⼈機�PF�の現ステータス：レイターステージ

期待される市場

強⼒で巧緻なロボットを⾃在に操作してインフラを保全する世界が実現される。
⼤きな⼒を器⽤に発揮す
ることでインフラメンテ
ナンスの効率が上がり、
深刻な社会問題となって
いるインフラ⽼朽化に対
応できる。

国内のインフラメ
ンテナンス市場規
模は約�5�兆円、さ
らに世界にはイン
フラ⽼朽化や需要
拡⼤への対応に約�
200� 兆円の市場が
あり、これは世界
の⾃動⾞市場規模
※を上回る。（国
交省資料より）

※�TAM�=�Total�Addressable�Market
※�SAM�=�Serviceable�Available�Market

※�SOM�=�Serviceable�Obtainable�Market

PF06�ポルンガ�PF�は、上図に⽰すとおり、以下の事業会社様との間で�PMF�のた
めの�MVP（Minimum�Viable�Product）を開発中である。

【製品化企業】⽇本信号株式会社�様
 東証⼀部上場の信号機国内トップメーカである。鉄道信号システムをはじめとし
て、⾃動改札機、可動式ホームドアなど信頼性の⾼いメカトロ技術を保有してい
る。⼈機プラットフォームを通して⼈機社の先端ロボット⼯学技術を取り⼊れ、⾰
新的な空間重作業⼈機の独占製造と製品化を担う。

【実⽤化企業】⻄⽇本旅客鉄道株式会社（JR�⻄⽇本）様
 国内⼆位の鉄道総延⻑距離�4,903�km�を誇る巨⼤インフラ企業である。そのメン
テナンスにおいては安全確保に最⼤限の努⼒が為されているが、どうしてもコスト
のかかる⼈海戦術となる。これを、⼈機プラットフォームで空間重作業⼈機を鉄道
インフラメンテナンスに活⽤することにより、機械化を積極的に推進することを⽬
指している。

⼈機社の技術を⽤い、⼈が地上から安全快適に、⾼
所のロボットを⾃在に操るシステムを構築する。ロ
ボットはクレーンにより空間上の任意の場所に移動
させることができる。
本システムの構築により、
作業者が落下や感電のリス
クのある⾼所に上る必要が
なくなる。さらにロボット
は⼈よりも⼤きな⼒を発揮
することができ、省⼒化、
省⼈化に貢献する。

※�2012�年⾃動⾞市場
約�175�兆円

▼�零式⼈機�ver.2.0

まずは鉄道分野で成功事例を作り、
それを鉄道以外のインフラメンテ
ナンス市場全体に順次横展開し、
最終的には全てのインフラメンテ
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40PF06�空間重作業⼈機�社会実装プラットフォーム�|�略称�=�空間⼈機�PF 13PF06�空間重作業⼈機�社会実装プラットフォーム�|�略称�=�空間⼈機�PF

鉄道

電力

建設

道路
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インフラメンテナンス
市場規模

世界	200	兆円／年

⽇本	5	兆円／年

※�Booz�Allen�Hamilton�推計
※�TAM

PF03	⼈機並進駆動ユニット	PF

PF09	⼈機クレーン	PF PF06	空間重作業⼈機	PF

▲	汎⽤空間重作業⼈機の社会実装

▲	汎⽤ロボットクレーンの社会実装

⽇本信号	様の製品：汎⽤空間重作業
⼈機	を	JR	⻄⽇本	様が鉄道分野、⽵
中⼟⽊	様が⼟⽊分野、東北電⼒ネッ
トワーク	様が電⼒分野で、それぞれ
独占購⼊し、普及させる

例）タダノ	様の製品：⼈機クレーン	を	⽇本信号	様が空間重作業⼈機で独占購⼊する

例）椿本チエイン	様の製品：⼈機並進駆動ユニット	を
タダノ	様がロボットクレーン（新規）分野で独占購⼊し、普及させる

▲	汎⽤⼒制御アクチュエータの社会実装PF02	⼈機回転駆動ユニット

PF08	⼈機カート	PF

▲	汎⽤平⾯重作業⼈機の社会実装

PF05	平⾯重作業⼈機	PF

参考イメージ：タダノ様

参考イメージ

PF01	⼈機付加製造	PF

ユーザ企業ユーザ企業製品化企業	 原則⼀社 実⽤化企業	⼀市場⼀社

主幹事企業

要素部品
優先提供

⾰新的製品の独占製造

ソリューション
提供 課題提供

知財

知財

知財

⼈機プラットフォーム

PSF = Problem Solution Fit

PMF = Product Market Fit

PoC & PSF

PoC = Proof of Concept
！

開発企業	⼀要素⼀社

参加企業
募集中

参加企業
募集中

ユーザ企業ユーザ企業製品化企業	 原則⼀社 実⽤化企業	⼀市場⼀社
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ソリューション
提供 課題提供
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知財

⼈機プラットフォーム
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PMF = Product Market Fit

PoC & PSF
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！
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参加企業
募集中

参加企業
募集中

参加企業
募集中

ユーザ企業ユーザ企業製品化企業	 原則⼀社 実⽤化企業	⼀市場⼀社
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提供 課題提供
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知財

⼈機プラットフォーム

PSF = Problem Solution Fit

PMF = Product Market Fit

PoC & PSF

PoC = Proof of Concept
！

開発企業	⼀要素⼀社

参加企業
募集中

参加企業
募集中

参加企業
募集中 参考イメージ：

ストラタシス様	Fortus	450mc
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提供 課題提供

知財

知財

知財

⼈機プラットフォーム
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主幹事企業

要素部品
優先提供

⾰新的製品の独占製造
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PoC & PSF

PoC = Proof of Concept
！

開発企業	⼀要素⼀社

参加企業
募集中

！

！

開発企業

！

開発企業

ユーザ企業

！

ユーザ企業

！

製品化企業	 原則⼀社

！

開発企業	⼀要素⼀社

実⽤化企業	⼀市場⼀社

！

主幹事企業

要素部品
優先提供

⾰新的製品の独占製造

ソリューション
提供 課題提供

知財

知財

知財

⼈機プラットフォーム

PSF = Problem Solution Fit

PMF = Product Market Fit

PoC & PSF

PoC = Proof of Concept

JR	⻄⽇本 社会実装

▲	汎⽤電動マテハンカートの社会実装

⼈機プラットフォームは、下図のようなサプライチェーン全体を同時に構築する。これは、⾰新的技術の社会実装において常に問題になる「鶏が先か卵が先か」に対する⼈機社の解答であり、先端ロボッ
ト⼯学技術ベースの巨⼤産業構築の礎となる。我々は「苦役を解消する技術」と「⼈機プラットフォーム」を武器に、インフラメンテナンス市場�200�兆円を切り崩していく。
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41⼈機プラットフォームは「鶏が先か卵が先か」のジレンマを解決する 先端ロボット⼯学技術社会実装のグランドデザイン 14⼈機プラットフォームは「鶏が先か卵が先か」のジレンマを解決する 先端ロボット⼯学技術社会実装のグランドデザイン



工業用地 約２０ha（道路、公園含む）

福島ロボットテストフィールド
33.9ha 貸付中

①

⑥

⑤

④

1.4ｈａ
交渉中

2.2ｈａ
貸付中

1.3ｈａ
交渉中

1.1ｈａ
貸付中

0.5ha
貸付中

⑦
貸付中

②
3.6ｈａ

０.８ha
交渉中

③-1
③-2

０.８ha
募集中

②原町区萱浜字北赤沼地内

進捗状況 用地面積
貸付中 ４１．３ha
交渉中（賃貸） ３．５ha
募集中（賃貸） ０．８ha

合計 ４５．６ha

募集区画

17シン・⼈機⼀体�福島基地�|�妄想案�|�南相⾺市復興⼯業団地を、先端ロボット⼯学の爆発的社会実装の起点・基点に

ロボットのまち南相⾺のシンボル�

ミナボくんを�

名実共に先端ロボット⼯学の爆発的社会実装の基点のシンボルに

シン・福島基地�建設予定地�
    ▼



18シン・⼈機⼀体�福島基地�|�妄想案�|�衛星写真で⾒た時に「ミナボくん」が⾒えるシンボリックな意匠とする

開発室・教習室�→

荷捌・出動エリア�→

正⾯⼊⼝�→

←�パートナーパネル

←�津波避難塔

駐⾞場�→

庇、⾵防�→
研究室・講義室�→

←�外周道路

←�⾃転⾞道
←�歩道

←�ビオトープ

道路



19シン・⼈機⼀体�福島基地�|�妄想案�|�⼈機⼀体「ロボット教習所」構想とは

シン・⼈機⼀体�福島基地�
「ロボット教習所」構想�

1. ⼈機社が先端ロボット⼯学社会実装のハブになる。�

2. シン・福島基地は福島ロボットテストフィールドと⼀体で活⽤され、「⼈機」
のオペレータの「教習所」として全国・全世界から候補⽣が訪れ、運転・操
縦技術を習得し、また全国へ帰ってゆく、随⼀の拠点となる。�

3. 将来的には「⼈機」のエンジニア・メカニックをも養成する拠点に成⻑する。�

4. 福島県南相⾺市は、これで名実共に「ロボットのまち南相⾺」となる。



20シン・⼈機⼀体�福島基地�|�妄想案�|�南相⾺市および�F-REI�と⼈機社が連携可能な具体的事項

1. シーズとニーズのマッチング�
1.1. ⼈機社が研究テーマを提供し、F-REI�が知財を提供し、⼈機社が社会実

装、マネタイズして�F-REI�へ還元する。�

1.2. ⼈機社が先端ロボット⼯学社会実装のハブになる。�

2. シン・福島基地�教習所構想に基づく連携�
2.1. ロボット⼯学⼈材を相互に供給し、相乗効果を発揮する。�

2.1.1. F-REI�で学び、⼈機社を就職先に。
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27株式会社⼈機⼀体のビジョン�|�ビジョナリーカンパニー�ZERO�の定義に基づく

Big�Hairy�Audacious�Goal

Realization�of�JINKI Industrialization�of�JINKI


